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石井(2020)１によると、チームのメンバーがより高い成果を上げるためには、チームのリ

ーダーは、「自信を持って頑張れ」のように「性格・心の中」にフォーカスして言葉をかけ

るのではなく、「大きな声で話せ」や「いい姿勢で仕事をしろ」のように、結果として信頼

や尊敬が生まれるような具体的に取れる「行動」にフォーカスをした言葉のかけ方が効果的

であると指摘されている。こうした言葉のかけ方は、結果として企業収益とも大きく関係す

ると考えられる。 

しかしながら、本研究では、言葉をかける人との関係性（上下関係の有無）や、言葉をか

けられた側のパーソナリティの違いによって、効果的な言葉のかけ方にも違いがあるので

はないか、という視点に立つ。すなわち、上司や同僚は、言葉をかけられる側の「性格・心

の中」と「行動」のどちらにフォーカスをして言葉をかければ、言葉をかけられる側の仕事

の成果やモチベーション高揚に効果的であるか検討を試み、８つの仮説を構築した。 

 検証の結果、言葉をかけられる側のパーソナリティがポジティブな場合、言葉をかける

上司が「性格・心の中」と「行動」どちらに強く働きかけても、言葉をかけられた側の仕

事へのやる気や挑戦意欲、成果への実感に対する効果は高いこととが指摘できる。さら

に、言葉をかける同僚が「性格・心の中」と「行動」どちらに強く働きかけても、言葉を

かけられた側の仕事へのやる気や挑戦意欲、成果への実感に対する効果は高いことが指摘

できる。 

 また、言葉をかけられる側のパーソナリティがネガティブな場合、言葉をかける上司が

「性格・心の中」と「行動」どちらに強く働きかけても、言葉をかけられた側の仕事へのや

る気や挑戦意欲、成果への実感に対する効果は高いことが指摘できる。さらに、言葉をかけ

る同僚が「性格・心の中」と「行動」どちらに強く働きかけても、言葉をかけられた側の仕

事へのやる気や挑戦意欲、成果への実感に対する効果は高いことが指摘できる。 

 以上より、言葉をかけられる側のパーソナリティに違いがあっても、言葉をかける側が

「性格・心の中」と「行動」どちらに働きかけても、また、上司であっても同僚であっても、

職場において言葉をかけるということは、言葉をかけられた側の仕事のやる気や挑戦意欲、

成果への実感を高めることにポジティブな影響を与える可能性があることが指摘できる。 

 


